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保幼小の連携 ～小1プロブレム解消に向けて～

子どもコミュニケーション学科

笹原康夫

• 幼児教育と小学校教育のギャップに戸惑
う子どもたちがいます。期待に胸を膨らま
せて、小学校に入学してきた子どもたちに、
悲しい思いをさせてはいけません。こうし
た「小1プロブレム」は大きな課題です。

• 本研究室では、小学校に入学したすべて
の子どもたちが、安心して学習していくた
めのスタートカリキュラムの在り方を、近
隣の幼稚園、小学校とも連携しながら実
践を通して明らかにし、小1プロブレム解
消における「生活科」の果たす役割を考え
ていきます。

• 子どもたちが、安心して小学校生活を送っていく
ためには、幼児期と小学校での学びが連続して
いることがポイントになります。

• 模擬授業を通して幼児
教育と小学校教育の
円滑な接続を追求しま
す。

• 小1プロブレム解消に向
けて「生活科」の果たす
役割は大変大きいもの
があるでしょう。

連絡先：TEL 053-540-1602（浜松学院大学地域共創センター）
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